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 要  旨 
 本論文ではサンプリング点から多次元ファジィ集合を生成する手法についての提案をする.人
間の持つ知識を計算機上で表現し,表現した知識を利用してパターン認識,制御,クラスタリング等
への分野に応用する研究がこれまでいくつか為されていた.計算機に知識を与える方法としては
計算機にある一定の入力と出力を与えることで学習させる場合と,人間が特定の手法で知識を直
接計算機上に表現する場合が考えられる.計算機に学習させる方法としてニューラルネットワー
ク,遺伝的アルゴリズム,また人間のもつ言語的なあいまいな知識を人間が計算機へ表現する手法
としてファジィ理論がこれまで提案され研究されている. 
 あるシステムの状態が n 次元のコンフィグレーション空間で表現できるとき,システムに対し
ての人間の挙動,知識をパラメータ化したデータの集まりは n 次元空間上の複雑な幾何構造をも
つ点の集まりと捉えることができる.しかしこのような集合は正確な境界がないため集合的に表
現することが難しく一般の集合理論では扱えない.そこで本稿ではシステムに対しての人間の挙
動をサンプリングしたデータ点があった時にサンプリング点の密度が高い領域はそのサンプリン
グ点集合をファジィ集合と見た時に帰属度が高い領域であるという仮定から,サンプリングした
データ点の幾何構造を保存しその近傍密度から「多次元ファジィ集合」を生成する手法を提案し
た.この提案手法によりどのような「多次元ファジィ集合」が生成されるのかを確認した.   
そして本手法で生成された「多次元ファジィ集合」の適用例として倒立振子のファジィ制御実験
を通してその制御性能を検証し,提案手法で生成した多次元ファジィ集合の特徴,ファジィ集合と
しての応用性を検証した. 
 実験の結果として提案手法によりサンプリング点の密度と幾何構造を保存した多次元ファジィ
集合を生成できた.また生成された多次元ファジィ集合を倒立振子のファジィ制御へ適用した結
果,３ルールという従来までの制御規則数と比べて少ないルール数で制御規則を構築することが
できた. 
 
